
毎

秦
野
霞
沢
の
㌫
酔

山
（
3
1
9
㍍
）
南
面
区

域
の
犬
凋
模
霊
園
開
発
問

題
で
、
県
が
林
地
開
発
許

可
に
関
す
各
県
森
林
審
議

臥
誤
削
生
物
多
様
性
「
復
元
」
で

会
の
答
申
に
盛
り
込
ま
れ

た
相
計
卦
項
に
つ
い
て
、

開
発
業
者
に
実
効
性
の
あ

る
指
導
を
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
付

帯
事
項
で
は
「
萱
横

位
の
壁
琵
最
大
限
配
慮

す
る
」
と
の
条
件
が
示
さ

れ
た
が
、
県
は
こ
れ
裏

苧
る
た
め
の
異
焦
点

対
策
を
求
め
て
お
ら
ず
、

反
対
派
の
市
民
グ
ル
ー
プ

ら
か
ら
「
生
物
多
様
性
の

保
全
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
な
い
」
と
の
批
判
が
上

が
っ
て
い
る
や

っ
て
は
、
墓
会

が
黒
岩
祐
治
県
知
事
に
開

発
許
可
を
答
申
す
る
韓
、

「
開
発
後
は
重
な
勤
櫛

物
の
生
育
環
境
を
保
全
す

る
な
ど
、
生
物
多
様
性
の

類
の
繁
殖
へ
の
配
慮
、
事

後
吉
夢
リ
ン
グ
や
専
門

家
の
意
見
を
聞
い
た
環
境

保
全
射
線
の
実
施
な
ど
を

具
体
的
に
指
導
し
た
」
と

記
さ
れ
て
い
た
が
、
付
帯

撃
訝
義
大
限
配
慮
す

愛
せ
の
付
帯
事
項
を
設

け
た
諸
氏
グ
ル
ー
プ
哀

沢
丘
陵
を
考
葛
会
j
（
日

置
乃
武
子
代
表
）
と
「
丹

沢
ブ
ナ
覚
」
　
（
梶
谷
敏
夫

代
表
」
は
、
付
帯
事
項
を

守
り
生
物
多
様
性
の
保
全

に
つ
い
て
実
効
性
の
あ
る

指
導
を
行
う
よ
う
、
3
月

に
黒
岩
知
事
に
要
望
書
を

提
出
。
4
月
2
日
付
で
県

か
ら
回
答
書
を
得
た
。

回
答
書
に
は
重
要
植

物
の
移
植
方
法
、
猛
き
ん

事
項
に
あ
る
「
撃
空
に
、

つ
い
て
の
対
策
を
求
め
た

市
民
グ
ル
ー
プ
の
要
望
に

は
答
え
て
い
な
か
っ
た
。

2
グ
ル
」
プ
は
「
移
博

が
難
し
い
貴
幸
博
物
も
あ

る
。
県
は
生
物
多
様
性
の

保
全
に
つ
い
て
全
く
理
解

し
て
お
ら
ず
へ
指
導
は
そ

の
場
し
の
ぎ
で
し
か
な

い
」
と
訴
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
批
判
に
対

し
、
県
水
源
環
境
保
全
課

は
「
生
物
多
様
性
の
保
全

は
森
林
法
で
定
め
る
『
環

境
の
屈
護
』
に
は
含
ま
れ

な
い
と
判
断
し
た
」
と
説

明
。
県
土
地
水
資
源
対
策

課
は
「
厳
し
い
要
請
は
土

地
所
有
権
の
侵
害
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
、
付
帯

事
項
に
沿
っ
た
ぎ
り
ぎ
り

の
指
導
を
し
た
」
と
し
て

い
る
。
　
【
高
橋
和
夫
】


